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院内レクリエーションのお知らせ

１２月の奈良県看護研究学会で
2演題発表します

当院で勤務５年以上 介護福祉士取得のトムさん
と日本語能力検定１級（難易度かなり高い）を取得
したリンさんに理事長からお祝いと看護部からソー
プフラワーを贈らせていただきました

看護部長のひとりごと

決められたことを、きちんと実践する」ことは、簡単なようで実はとても大切なことです。

ルールや手順には、患者さんの安全を守るだけでなく、私たち自身を守る意味があります。 

「忙しいから」「いつもこうしているから」「これくらいなら大丈夫」ではなく、まずは決められたことを決められた通りに行うことを大切にしま
しょう。
ルールを作ることがゴールではありません。実際の現場で一人ひとりが行動に移し、それを継続することが大切です。
「なぜ必要なのか」を理解し、できない理由があれば個人の問題として終わらせず、できる仕組みに変えていく。
みんなで決めたことを、みんなで守る。その積み重ねが、信頼と安全そして選ばれる病院に繋がります。

一人ひとりの「当たり前をきちんとする」という意識を、大切にしていきましょうね。
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